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（様式 2） 

 

管外調査、研修、要請陳情、各種会議結果（報告） 

 

 

 

舞鶴市議会議長 あて 

 

                 令和元年 ８月 ２２日 

              

会派代表者氏名  小杉 悦子   

 

 

このたび、調査、研修、要請陳情、各種会議をしましたので、下記のとおり

報告します。 

 

 

記 

 

 

 １ 参加者氏名   小杉悦子、石束悦子、伊田悦子、小西洋一 

 

  ２ 調査・研修地  京都府綾部市 

            

  ３ 日   時    令和元年 ８月 １日      

 

  ４ 経   費   ￥０ 

 

  ５ 結果の概要 

 

① 面会者・研修講師名 

綾部市教育委員会事務局部長、綾部市境域委員会教育部学校教育

課課長 

綾部中学校校長、綾部中学校栄養士 

                     

② 調査、研修、要請陳情、各種会議先内容  … 別紙にて次の事項

を記載 

ア 事業目的、事業の概要、経費・財源、効果など 

イ 研修、要請陳情、各種会議内容 

ウ 所感  
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【別紙】 

日本共産党議員団 視察報告書 

 

ア 事業の概要                                                            「自校調

理方式による中学校給食の実施について」 

 

イ 研修内容 

①中学校給食における自校調理方式の導入の経過 

  昭和２８年の水害被害を受け、給食室整備の検討が始まる。 

  綾部ではすでに、６中学校のうち、綾部中学校、八田中学校を除くすべての

中学校が自校調理方式の給食。 

平成１８年

  

平成１９年 

平成２２年 

 

平成２６年 

学校が荒れる。 

議会で綾部中学校で給食が実施できないかと議論が始ま

る。 

給食の実施について綾部中学校・八田中学校でアンケー

ト実施。 

(子ども・保護者からは弁当の方がよいとの意見も多くあ

った。） 

・この頃から学校も落ち着き、そろそろ子育て支援の観

点から実施してはどうかという質問も議会で出される 

・給食センターを建てるという案も出されたが、２箇所

必要となり、予算的にはむずかしい。 

・親子方式も模索したがそれも困難。 

 

  センター方式が一番お金がかからないと思うが、土地から探さなければなら

なかった。結局場所がなかった。 

 

②授業時間と給食時間の配分 

  １２時４５分に４時間目終了。 

  １５分間で準備。 

   １３時に「いただきます。」 

   （給食時間は１５分間） 

   １３時１５分に「ごちそうさま。」 
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  １３時２８分までに返却をすませる。 

１４時からそうじがはじまる。 

        （一応決まっているが、クラスによっては多少のずれはある。） 

 

  ※最終的には部活の時間が短くなっている。  

 

 

③給食室の場所について 

 （①による経過から） 

 綾部中学校は倉庫を利用した。 

八田中学校は駐車場に調理室を建てた。 

 

 

④実施に係る予算がつくまでの経過 

 実際の給食室設置にかかった費用 

綾部中学校 １億４０００万円 

八田中学校 ８０００万円 

 

 

⑤現状における課題と今後の方向性について 

（除去食等・アレルギー対策の実施） 

 除去食はしておらず、弁当対応としている。 

  現在、２名の生徒が弁当持参。 

  自分で除去をしている生徒もいる。 

 

 

⑥給食に対する生徒や保護者の反応について 

 ・保護者からは、「クラブの朝練などで早く弁当をつくっていたが、それがな

くなって楽になった」という反応があった   

 ・何よりも生徒が落ち着いてきた。 

 

 

 

 

 

綾部中学校調理

室 
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⑦保護者負担の公費補助の割合について 

 補助という考えはなく、１食３２０円（食材と光熱水費）  

 

その他 

 ・２時間目ぐらいから給食のいい臭いがする。 

  ・温かい料理を提供できる。 

  ・配膳員をシルバー人材センターに委託しようとおもった 

が、人がいない。教職員がうまくやっている。 

  ・残食はあまりない。 

 ・小中併せて４４人の調理員。正職はうち３名。 

（綾中に１人）あとは嘱託。 

  ・栄養教員は府費で６名配置。市単費ではおけていない。嘱託の栄養士４名。 

  ・一番大きな課題は施設の老朽化と人材不足。 

  ・大きなトラブルはない。 

 

 以上のような経過から、綾部では全中学校で自校給食による給食が提供されて

いる。そして何よりも印象的であったのは、「２時間目からおいしいそうな給食

の臭いがする」「生 

徒が落ち着いた」との校長・栄養士教諭の話であった。 

 

ウ 所感 

 かつて生徒指導上、荒れていた綾部中学校のイメージとは違って、学校全体が

とても落ち着いて学習活動が行われていたことに驚いた。市の直営方式の学校給

食が関係者の努力で、特にトラブルもなく実施された経験は、本市にとっても参

考になるものだった。自校直営方式の給食実施で「学校が落ち着いてきた」と言

われた校長先生や学校教育課長の話が印象的だった。 

  綾部中学校は、大きな学校で、給食実施には色々な課題があったと思うが、な

により教育委員会が温かい給食の提供をと、色々研究され、自校方式を選択され

ている。「舞鶴のようにお金がないので」とおっしゃったことが、印象的だった。

将来を見据えた選択だったと考える。 

 準備や片付けがどんなに大変か心配していたが、生徒たちがよく動き、調理員

さんに「ありがとう」と自然に声をかけている姿に驚いた。との話や、ほとんど

残食もないとの話。自校給食学校が落ち着いてきた。授業には差し支えない。な

どの話が印象的であった。  

（了） 

献立予定表 


